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近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
三
近
世
文
学
史
覚
書
│
│
演
劇
篇
鈴
木
健
一
は
じ
め
に
　
日
本
近
世
文
学
史
は
、（
甲
）
十
六
・
十
七
世
紀
の
接
続
、（
乙
）
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
転
換
、（
丙
）
十
九
世
紀
に
お
け
る
近
世
と
近
代
の
接
続
、
と
い
っ
た
論
点
に
よ
っ
て
、
よ
り
豊
か
な
展
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
の
も
と
、
五
本
の
論
文
を
こ
れ
ま
で
に
書
い
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
「
江
戸
詩
歌
史
覚
書
」『
日
本
文
学
』、
二
〇
一
一
年
十
月
　
　
「
近
世
文
学
史
覚
書
│
小
説
篇
」『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』、
二
〇
一
八
年
二
月
　
　
「
注
釈
史
と
文
学
史
」『
江
戸
の
学
問
と
文
藝
世
界
』
森
話
社
、
二
〇
一
八
年
二
月
　
　
「
近
世
文
学
史
覚
書
│
文
章
篇
」『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』、
二
〇
一
九
年
二
月
　
　
「
近
世
の
散
文
│
和
文
、
漢
文
」『
日
本
「
文
」
学
史
』
第
三
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
五
月
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
四
　
本
稿
で
は
、
演
劇
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
私
な
り
に
近
世
の
演
劇
の
流
れ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
す
で
に
「
注
釈
史
と
文
学
史
」
で
示
し
た
）。
【
近
世
初
期
の
古
浄
瑠
璃
を
経
て
、
近
松
門
左
衛
門
が
登
場
し
、
人
形
浄
瑠
璃
は
完
成
の
域
に
達
す
る
。
十
八
世
紀
前
半
に
は
、
竹
・
豊
二
座
時
代
の
隆
盛
を
迎
え
た
。
一
方
、
歌
舞
伎
は
元
禄
で
さ
か
ん
に
な
っ
た
後
、
宝
暦
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
江
戸
歌
舞
伎
が
進
展
す
る
。
化
政
期
に
は
鶴
屋
南
北
が
出
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
河
竹
黙
阿
弥
が
活
躍
す
る
。】
　
（
甲
）
〜
（
丙
）
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ず
つ
言
及
し
て
お
こ
う
。
　
（
甲
）
人
形
浄
瑠
璃
は
、
室
町
時
代
に
無
伴
奏
で
語
ら
れ
た
『
十
二
段
草
子
（
浄
瑠
璃
御
前
物
語
）』
が
始
ま
り
で
あ
る
。
歌
舞
伎
は
、
応
仁
の
乱
以
降
、
京
都
を
中
心
に
、
盂
蘭
盆
会
に
伴
う
芸
能
と
し
て
広
く
行
わ
れ
る
風
流
踊
を
母
体
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
七
世
紀
初
頭
の
変
化
も
大
き
い
。（
乙
）
歌
舞
伎
で
は
、
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
上
方
に
初
代
並
木
正
三
が
現
れ
て
、
舞
台
機
構
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、
ま
た
江
戸
で
は
初
代
桜
田
治
助
や
初
代
並
木
五
瓶
に
よ
っ
て
、
江
戸
歌
舞
伎
が
進
展
す
る
。（
丙
）
明
治
初
期
の
活
歴
や
散
切
物
と
い
っ
た
新
し
い
試
み
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
。
　
以
下
、
具
体
的
な
様
相
を
見
て
い
き
た
い
。
一　
十
六
・
十
七
世
紀
の
接
続
、
そ
し
て
十
八
世
紀
の
前
半
へ
（
一
）
古
浄
瑠
璃
　
牛
若
丸
（
源
義
経
）
と
浄
瑠
璃
姫
の
恋
を
描
い
た
『
十
二
段
草
子
（
浄
瑠
璃
御
前
物
語
）』
を
は
じ
め
と
す
る
室
町
時
代
の
語
り
物
文
芸
浄
瑠
璃
が
、
中
世
末
に
琉
球
か
ら
渡
来
し
た
三
味
線
を
伴
奏
音
楽
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
近
世
初
め
に
人
形
遣
い
の
芸
と
結
び
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
五
付
い
て
で
き
た
演
劇
が
、
人
形
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
近
松
門
左
衛
門
と
初
代
竹
本
義
太
夫
が
提
携
す
る
以
前
は
、
古
浄
瑠
璃
の
時
代
と
称
さ
れ
る
。
　
人
形
浄
瑠
璃
も
、
次
項
で
述
べ
る
歌
舞
伎
も
、
中
世
か
ら
の
連
続
面
を
有
し
つ
つ
も
、
十
七
世
紀
初
め
の
変
化
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
点
、
十
六
・
十
七
世
紀
の
接
続
と
い
う
視
点
は
相
対
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
　
人
形
浄
瑠
璃
に
お
い
て
、
近
世
の
初
頭
は
、
中
世
以
来
の
浄
瑠
璃
姫
の
物
語
や
、
幸
若
舞
、
御
伽
草
子
の
世
界
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
中
世
的
世
界
か
ら
脱
却
し
、
新
作
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
暦
・
万
治
（
一
六
五
五
〜
六
一
）
以
後
で
あ
る
。
　
そ
の
新
作
と
は
、
寛
文
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
に
入
っ
て
か
ら
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
金
平
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
の
和
泉
太
夫
（
桜
井
丹
波
少
掾
）
と
作
者
岡
清
兵
衛
（
？
〜
一
六
八
七
？
）
だ
っ
た
。
　
十
七
世
紀
前
半
、
幕
藩
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
中
、
そ
れ
を
圧
迫
と
感
じ
る
人
々
に
よ
る
反
抗
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
例
が
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
由
比
正
雪
の
事
件
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
受
け
て
、
浄
瑠
璃
で
は
、
伝
統
に
縛
ら
れ
ず
自
由
に
振
る
舞
い
、
剛
勇
で
、
無
鉄
砲
に
権
威
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
若
者
が
英
雄
と
し
て
造
型
さ
れ
た）1
（
。
そ
の
代
表
が
、
源
頼
光
の
四
天
王
の
一
人
坂
田
金
時
の
子
金
平
（
公
平
）
な
の
で
あ
る
。
公
平
と
そ
の
仲
間
で
あ
る
四
天
王
や
親
四
天
王
の
活
躍
を
描
い
た
、
い
わ
ゆ
る
金
平
物
は
、
荒
事
を
は
じ
め
と
し
て
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
　
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
京
都
の
宇
治
加
賀
掾
（
一
六
三
五
〜
一
七
一
一
）
ら
有
力
な
太
夫
た
ち
が
登
場
し
、
語
り
の
表
現
面
で
の
水
準
も
上
が
っ
て
き
た
。
井
原
西
鶴
が
書
い
た
『
暦
』（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉
初
演
）
や
『
凱
陣
八
島
」（
貞
享
二
年
初
演
）
は
加
賀
掾
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
て
い
る
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
六
（
二
）
歌
舞
伎
の
発
生
　
応
仁
の
乱
以
降
、
京
都
を
中
心
に
、
死
者
の
霊
を
供
養
す
る
盂
蘭
盆
会
に
伴
う
芸
能
と
し
て
、
風
流
踊
が
広
く
行
わ
れ
る）2
（
。
こ
れ
は
、
中
央
に
巨
大
な
風
流
傘
を
立
て
、
そ
の
ま
わ
り
で
大
勢
が
輪
を
作
っ
て
熱
狂
的
に
踊
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
風
流
踊
は
中
世
末
ま
で
続
く
。
　
一
方
、
中
世
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
女
猿
楽
、
女
曲
舞
、
女
房
狂
言
な
ど
、
女
性
の
官
能
的
な
美
し
さ
を
前
面
に
出
す
芸
能
が
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
　
そ
し
て
、
風
流
踊
と
女
性
芸
能
が
合
体
し
た
と
こ
ろ
に
で
き
た
の
が
、
女
性
を
主
演
者
と
す
る
一
座
に
よ
る
踊
り
で
あ
っ
た
。
加
賀
国
か
ら
上
京
し
て
き
た
と
称
す
る
、
や
や
こ
踊
が
そ
の
代
表
例
で
、
文
献
上
の
初
出
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
で
あ
る
（
御
湯
殿
上
日
記
）。「
や
や
こ
（
稚
児
）」
と
は
、
幼
児
を
意
味
す
る
。
　
そ
の
延
長
線
上
に
「
か
ぶ
き
お
ど
り
」
の
名
称
が
出
現
す
る
。
文
献
上
の
初
出
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
で
あ
る
（
慶
長
日
件
録
）。「
か
ぶ
く
（
傾
く
）」
と
は
人
目
に
付
く
よ
う
な
異
様
な
身
な
り
や
行
動
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
歌
舞
伎
踊
は
当
時
の
か
ぶ
き
者
の
風
俗
を
取
り
上
げ
た
芸
能
で
あ
っ
た
。
歌
舞
伎
踊
の
創
始
者
は
、
男
装
し
て
か
ぶ
き
者
を
演
じ
た
出
雲
お
国
と
い
う
女
性
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
女
歌
舞
伎
は
官
能
的
、
刺
激
的
で
、
あ
ま
り
に
情
欲
を
あ
お
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
幕
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
。
以
後
も
興
行
は
続
い
た
が
、
寛
永
末
に
は
終
焉
を
迎
え
る
。
　
次
に
、
美
少
年
に
よ
る
若
衆
歌
舞
伎
が
発
達
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
風
俗
を
乱
す
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
禁
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
　
翌
年
に
再
開
が
許
可
さ
れ
た
時
、
幕
府
は
そ
の
条
件
と
し
て
、
前
髪
の
あ
る
若
衆
を
舞
台
に
出
さ
な
い
こ
と
と
、「
物
真
似
狂
言
尽
く
し
」
を
演
じ
る
こ
と
を
求
め
た
た
め
、
結
果
と
し
て
野
郎
歌
舞
伎
は
戯
曲
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
七
（
三
）
元
禄
歌
舞
伎
　
元
禄
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
頃
に
は
、
元
禄
歌
舞
伎
の
隆
盛
を
迎
え
る
。
　
京
都
で
は
、
初
代
坂
田
藤
十
郎
（
一
六
四
六
？
〜
一
七
〇
九
）
が
、
若
殿
・
若
旦
那
が
放
蕩
に
ふ
け
っ
た
末
、
追
放
・
勘
当
さ
れ
、
零
落
す
る
と
い
う
、「
や
つ
し
」
の
芸
を
得
意
と
し
、
和
事
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ま
た
、
遊
蕩
に
ふ
け
る
若
殿
と
忠
義
な
家
臣
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
お
家
騒
動
物
は
好
評
を
博
し
た
。
当
時
は
歌
舞
伎
界
に
も
身
を
置
い
て
い
た
近
松
門
左
衛
門
の
『
け
い
せ
い
仏
の
原
』（
元
禄
十
二
年
初
演
）
が
そ
の
代
表
作
と
言
え
る
。
　
江
戸
で
は
、
初
代
市
川
団
十
郎
（
一
六
六
〇
〜
一
七
〇
四
）
が
、
荒
事
を
確
立
し
た
。
荒
事
と
は
、
荒
々
し
い
行
為
を
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
雄
や
豪
傑
た
ち
の
超
人
的
な
強
さ
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
団
十
郎
が
演
じ
た
曾
我
五
郎
の
荒
事
は
名
高
い
。
（
四
）
近
松
門
左
衛
門
　
近
松
門
左
衛
門
（
一
六
五
三
〜
一
七
二
四
）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
人
形
浄
瑠
璃
は
演
劇
と
し
て
完
成
の
域
に
達
し
た
と
言
え
る
。
近
松
は
本
名
を
杉
森
信
盛
と
言
い
、
武
家
の
出
身
で
、
公
家
に
仕
え
た
後
、
浄
瑠
璃
の
道
へ
進
ん
だ
。
　
宇
治
加
賀
掾
の
一
座
で
修
業
し
た
近
松
は
、
初
代
竹
本
義
太
夫
（
一
六
五
一
〜
一
七
一
四
）
と
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
浄
瑠
璃
を
洗
練
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
の
は
、
悲
劇
的
な
事
態
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
の
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
理
想
を
守
り
通
そ
う
と
す
る
人
々
だ
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
、
人
間
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
究
極
的
に
問
う
姿
勢
で
あ
り
、
か
つ
演
劇
を
近
世
的
に
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
時
代
物
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
近
松
全
作
品
の
な
か
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
の
は
、
宇
治
加
賀
掾
の
た
め
に
書
い
た
『
世
継
曾
我
』
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
八
（
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉
初
演
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
曾
我
兄
弟
の
敵
討
ち
の
後
日
譚
と
い
う
形
を
取
り
つ
つ
、
兄
弟
の
恋
人
虎
・
少
将
を
当
世
風
の
遊
女
と
す
る
な
ど
、
曾
我
物
の
近
世
的
変
容
へ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、『
出
世
景
清
』（
貞
享
二
年
初
演
）
は
竹
本
義
太
夫
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
、
復
讐
に
執
念
を
燃
や
す
悪
七
兵
衛
景
清
と
愛
に
生
き
る
阿
古
屋
と
い
う
男
女
の
悲
劇
的
な
取
り
合
わ
せ
を
描
い
た
。
そ
こ
で
は
、
嫉
妬
に
よ
つ
て
阿
古
屋
が
景
清
を
裏
切
っ
た
と
い
う
よ
う
に
内
面
の
心
理
描
写
を
行
い
、
人
間
的
な
も
の
を
見
つ
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
達
成
度
が
高
い
。
　
時
代
物
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
が
『
国
性
爺
合
戦
』（
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
初
演
）
で
、
実
在
の
人
物
鄭
成
功
（
明
朝
の
遺
臣
）
に
取
材
し
た
主
人
公
和
藤
内
の
中
国
に
お
け
る
活
躍
を
雄
大
か
つ
浪
漫
的
に
描
い
て
、
大
当
た
り
を
取
っ
た
。
和
藤
内
な
ら
び
に
父
老
一
官
と
母
が
五
常
軍
甘
輝
の
館
を
訪
れ
る
場
面
で
は
、
甘
輝
、
老
一
官
の
娘
で
甘
輝
の
妻
錦
祥
女
、
老
一
官
の
妻
で
和
藤
内
の
母
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
葛
藤
を
抱
え
て
い
る
。
甘
輝
は
、
明
に
親
近
感
が
あ
る
も
の
の
、
韃
靼
の
大
王
か
ら
和
藤
内
討
伐
を
命
じ
ら
れ
て
武
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
一
方
、
妻
の
た
め
に
変
心
し
た
と
思
わ
れ
る
の
を
恥
じ
、
武
人
と
し
て
の
不
名
誉
を
恐
れ
て
い
る
。
錦
祥
女
は
、
継
母
た
ち
の
望
み
が
叶
う
の
な
ら
ば
、
た
と
え
自
分
の
命
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
切
実
な
孝
心
を
持
っ
て
い
る
。
母
は
、
継
母
と
し
て
継
子
を
見
殺
し
に
な
ど
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
和
藤
内
が
来
訪
す
る
ま
さ
に
前
日
に
、
韃
靼
の
大
王
に
召
し
出
さ
れ
て
甘
輝
が
和
藤
内
討
伐
の
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
、
際
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
、
原
道
生
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
近
松
特
有
の
「
劇
的
緊
張
感
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
と
ら
れ
て
い
る
手
法
が
洗
練
と
精
密
化
の
度
合
を
大
き
く
増
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
）
3
（
」
あ
り
か
た
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
錦
祥
女
と
母
が
自
害
し
た
後
、
甘
輝
は
韃
靼
征
伐
を
決
意
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
母
は
、
義
を
持
ち
続
け
、
継
母
と
し
て
錦
祥
女
を
守
ろ
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
異
国
の
地
で
日
本
の
恥
を
さ
ら
す
ま
い
と
い
う
自
覚
に
生
き
た
女
性
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
平
戸
の
漁
師
の
女
房
で
あ
る
た
め
、
観
客
に
も
近
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
母
の
設
定
は
、
本
作
品
の
成
功
に
大
き
く
寄
与
し
た）4
（
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
六
九
　
そ
の
他
、
時
代
物
で
は
『
嫗
山
姥
』（
正
徳
二
年
初
演
）、『
平
家
女
護
島
』（
享
保
四
年
〈
一
七
一
九
〉
初
演
）
な
ど
も
あ
る
。
　
現
代
劇
で
あ
る
世
話
物
の
嚆
矢
は
元
禄
十
六
年
五
月
に
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
た
『
曾
根
崎
心
中
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
前
月
に
曾
根
崎
天
神
の
森
で
起
き
た
心
中
事
件
を
浄
瑠
璃
化
し
た
も
の
で
、
近
松
以
前
に
は
、
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
架
空
か
実
在
か
は
と
も
か
く
と
し
て
歴
史
上
有
名
な
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
の
が
、
先
月
心
中
し
た
ば
か
り
の
男
女
と
い
う
、
庶
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
の
人
々
が
登
場
人
物
と
し
て
舞
台
に
上
っ
て
き
た
こ
と
が
ま
ず
画
期
的
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
必
ず
し
も
近
松
の
み
の
独
自
性
と
は
言
え
な
い
が
、
近
松
の
場
合
さ
ら
に
、
個
人
的
な
誠
実
さ
や
誇
り
と
社
会
的
な
現
実
と
の
相
剋
か
ら
生
ま
れ
る
悲
劇
的
な
あ
り
か
た
を
、
主
人
公
た
ち
の
内
面
に
深
く
分
け
入
り
、
彼
ら
の
視
点
に
立
っ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
点
が
す
ぐ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
観
客
も
金
銭
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
劇
的
に
展
開
す
る
内
容
を
臨
場
感
を
も
っ
て
切
実
な
気
持
ち
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
日
常
を
舞
台
に
衝
撃
的
な
事
件
が
起
こ
る
た
め
に
か
え
っ
て
観
客
が
抱
え
る
日
常
の
閉
塞
的
な
状
況
を
打
ち
破
る
浄
化
作
用
が
も
た
ら
さ
れ
も
し
た
で
あ
ろ
う
。
　
お
初
が
徳
兵
衛
を
縁
の
下
に
隠
し
、
足
の
動
き
の
み
に
よ
っ
て
互
い
の
意
思
を
伝
え
合
う
、
足
問
答
の
場
面
は
、
こ
う
だ
。
は
つ
は
涙
に
く
れ
な
が
ら
、
さ
の
み
利
根
に
言
は
ぬ
も
の
、
徳
様
の
御
事
、
幾
年
馴
染
み
、
心
根
を
明
か
し
明
か
せ
し
仲
な
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
は
い
と
し
ぼ
げ
に
、
微
塵
訳
は
悪
う
な
し
、
頼
も
し
だ
て
が
身
の
ひ
し
で
、
騙
さ
れ
さ
ん
し
た
も
の
な
れ
ど
も
、
証
拠
な
け
れ
ば
、
理
も
立
た
ず
、
こ
の
上
は
、
徳
様
も
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
し
な
な
る
が
、
死
ぬ
る
覚
悟
が
聞
き
た
い
と
、
独
り
言
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
足
で
問
へ
ば
、
う
ち
う
な
づ
き
、
足
首
取
つ
て
、
喉
笛
な
で
、
自
害
す
る
と
ぞ
知
ら
せ
け
る
。
オ
オ
、
そ
の
は
ず
そ
の
は
ず
、
い
つ
ま
で
生
き
て
も
同
じ
こ
と
、
死
ん
で
恥
を
す
す
が
い
で
は
と
言
へ
ば
、
九
平
治
ぎ
よ
つ
と
し
て
、
お
は
つ
は
何
を
言
は
る
る
ぞ
、
な
ん
の
徳
兵
衛
が
死
ぬ
る
も
の
ぞ
。
も
し
ま
た
死
ん
だ
ら
、
そ
の
後
は
、
お
れ
が
ね
ん
ご
ろ
し
て
や
ら
う
。
そ
な
た
も
お
れ
に
惚
れ
て
ぢ
や
げ
な
と
言
へ
ば
、
こ
り
や
忝
か
ろ
わ
い
の
。
わ
し
と
ね
ん
ご
ろ
さ
あ
ん
す
と
、
こ
な
た
も
殺
す
が
、
合
点
か
。
徳
様
に
離
れ
て
、
片
時
も
生
き
て
ゐ
よ
う
か
。
そ
こ
な
九
平
治
の
ど
う
ず
り
め
。
阿
呆
口
を
た
た
い
て
、
人
が
聞
い
て
も
不
審
が
立
つ
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
〇
ど
う
で
徳
様
、
一
所
に
死
ぬ
る
、
わ
し
も
一
所
に
死
ぬ
る
ぞ
や
い
の
と
、
足
に
て
突
け
ば
、
縁
の
下
に
は
涙
を
流
し
、
足
を
取
つ
て
、
お
し
い
た
だ
き
、
膝
に
抱
き
付
き
、
焦
が
れ
泣
き
、
女
も
色
に
包
み
か
ね
、
互
ひ
に
物
は
言
は
ね
ど
も
、
肝
と
肝
と
に
こ
た
へ
つ
つ
、
し
め
り
、
泣
き
に
ぞ
泣
き
ゐ
た
る
。
　
こ
こ
で
は
、
お
初
が
徳
兵
衛
の
覚
悟
を
確
か
め
な
が
ら
、
互
い
の
絆
を
強
め
て
い
き
、
心
中
を
決
意
す
る
さ
ま
が
、
じ
つ
に
緻
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
徳
兵
衛
が
お
初
の
足
首
を
取
っ
て
自
分
の
喉
首
に
当
て
た
り
、
徳
兵
衛
が
お
初
の
足
を
押
し
戴
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
二
人
が
性
行
為
を
空
想
の
う
ち
に
行
っ
て
い
る
よ
う
な
、
淫
ら
な
感
覚
も
醸
し
出
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
点
も
人
気
の
一
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
時
代
物
で
は
、
主
要
人
物
の
死
は
し
ば
し
ば
全
状
況
を
好
転
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
が
、
世
話
物
の
場
合
に
は
、
そ
の
死
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
現
実
的
に
無
力
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
美
し
く
純
粋
な
も
の
と
し
て
昇
華
さ
れ
て
い
く）5
（
。
　
『
曾
根
崎
心
中
』
で
は
、
道
行
の
場
面
も
、
情
感
豊
か
で
す
ば
ら
し
い
。
以
下
に
そ
の
冒
頭
を
引
い
て
お
こ
う
。
こ
の
世
の
な
ご
り
、
夜
も
な
ご
り
、
死
に
に
行
く
身
を
た
と
ふ
れ
ば
、
あ
だ
し
が
原
の
道
の
霜
、
一
足
づ
つ
に
消
え
て
行
く
、
夢
の
夢
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
あ
れ
数
ふ
れ
ば
、
暁
の
七
つ
の
時
が
六
つ
鳴
り
て
、
残
る
一
つ
が
今
生
の
鐘
の
響
き
の
聞
き
納
め
、
寂
滅
為
楽
と
響
く
な
り
。
鐘
ば
か
り
か
は
、
草
も
木
も
、
空
も
な
ご
り
と
見
上
ぐ
れ
ば
、
雲
心
な
き
水
の
音
、
北
斗
は
冴
え
て
影
映
る
、
星
の
妹
背
の
天
の
川
、
梅
田
の
橋
を
鵲
の
橋
と
契
り
て
、
い
つ
ま
で
も
、
我
と
そ
な
た
は
女
夫
星
、
か
な
ら
ず
さ
う
と
縋
り
寄
り
、
二
人
が
な
か
に
降
る
涙
、
川
の
水
嵩
も
増
さ
る
べ
し
。
　
世
話
物
で
は
他
に
、
遊
女
梅
川
に
溺
れ
た
飛
脚
屋
亀
屋
主
人
忠
兵
衛
が
為
替
金
を
流
用
し
た
末
に
故
郷
大
和
の
新
口
村
で
捕
ま
る
ま
で
を
描
き
、
今
日
で
も
「
封
印
切
り
」「
新
口
村
」
の
場
面
が
独
立
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
『
冥
途
の
飛
脚
』（
正
徳
元
年
初
演
）
も
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
一
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
新
口
村
」
で
は
、
愛
す
る
男
女
に
加
え
て
、
父
孫
右
衛
門
の
視
点
が
重
要
に
な
る
。
養
子
に
出
し
た
息
子
が
公
金
に
手
を
付
け
る
と
い
う
不
始
末
を
仕
出
か
し
た
た
め
に
会
え
な
い
と
い
う
義
理
と
、
血
の
つ
な
が
っ
た
息
子
の
苦
境
を
思
い
や
る
と
い
う
人
情
が
せ
め
ぎ
合
い
、
人
情
が
ち
ら
り
と
現
れ
る
も
の
の
義
理
が
勝
る
。
大
坂
へ
養
子
に
行
て
、
利
発
で
器
用
で
身
を
持
つ
て
、
身
代
も
仕
上
げ
た
あ
の
や
う
な
子
を
勘
当
し
た
、
孫
右
衛
門
は
た
は
け
者
、
あ
は
う
者
と
言
は
れ
て
も
、
そ
の
う
れ
し
さ
は
ど
う
あ
ら
う
。
今
に
も
捜
し
出
さ
れ
、
縄
掛
か
つ
て
引
か
る
る
時
、
よ
い
時
に
勘
当
し
て
、
孫
右
衛
門
は
で
か
し
た
、
し
あ
は
せ
ぢ
や
と
、
ほ
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
悲
し
さ
は
ど
う
あ
ら
う
。
　
こ
う
い
っ
た
語
り
物
な
ら
で
は
の
調
子
の
よ
さ
が
、
孫
右
衛
門
の
苦
悩
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
る
。
　
さ
ら
に
、
紙
屋
治
兵
衛
と
遊
女
小
春
の
心
中
を
描
く
『
心
中
天
の
網
島
』（
享
保
五
年
初
演
）、
油
屋
河
内
屋
の
次
男
与
兵
衛
が
放
蕩
の
末
、
豊
島
屋
の
女
房
お
吉
に
借
金
を
無
心
す
る
が
断
わ
ら
れ
て
、
つ
い
に
お
吉
を
殺
し
て
し
ま
う
『
女
殺
油
地
獄
』（
享
保
六
年
初
演
）
な
ど
、
数
多
く
の
世
話
物
が
演
じ
ら
れ
た
。
　
な
お
近
松
の
演
劇
観
と
し
て
は
、『
難
波
土
産
』（
元
文
三
年
〈
一
七
三
八
〉
刊
）
に
見
ら
れ
る
「
虚
実
皮
膜
論
」
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
浄
瑠
璃
は
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
虚
が
あ
っ
て
こ
そ
芸
と
し
て
初
め
て
人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
真
の
家
老
は
顔
を
か
ざ
ら
ぬ
と
て
、
立
役
が
、
む
し
や
む
し
や
と
髭
は
生
え
な
り
、
あ
た
ま
は
剝
な
り
に
舞
台
へ
出
て
芸
を
せ
ば
、
慰
み
に
な
る
べ
き
や
。
皮
膜
の
間
と
い
ふ
が
此
也
。
虚
に
し
て
虚
に
あ
ら
ず
、
実
に
し
て
実
に
あ
ら
ず
、
こ
の
間
に
慰
み
が
有
つ
た
も
の
也
。
　
こ
こ
で
言
う
「
慰
み
」
と
は
、
近
世
の
演
劇
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た
考
え
で
、
観
客
が
舞
台
に
共
感
し
満
足
す
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
よ
う
な
満
足
感
を
与
え
る
こ
と
が
芸
の
目
的
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
「
虚
実
」
は
詩
論
の
「
景
情
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
二
（
五
）
竹
・
豊
二
座
時
代
　
『
曾
根
崎
心
中
』
初
演
の
元
禄
十
六
年
に
、
竹
本
義
太
夫
の
高
弟
豊
竹
若
太
夫
（
一
六
八
一
〜
一
七
六
四
）
が
独
立
し
て
豊
竹
座
を
興
し
、
座
付
作
者
紀
海
音
（
一
六
六
三
〜
一
七
四
二
）
は
竹
本
座
の
近
松
に
対
抗
し
て
、『
椀
久
末
松
山
』（
宝
永
七
年
以
前
初
演
）『
八
百
屋
お
七
』（
正
徳
五
年
以
前
初
演
）『
心
中
二
ツ
腹
帯
』（
享
保
七
年
初
演
）
な
ど
、
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
。
大
坂
道
頓
堀
の
西
と
東
に
位
置
す
る
竹
本
座
と
豊
竹
座
は
激
し
く
主
導
権
を
争
い
、
そ
の
対
抗
意
識
に
よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
作
品
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
、
近
松
に
続
く
す
ぐ
れ
た
作
者
で
、
豊
竹
座
の
並
木
宗
輔
（
一
六
九
五
〜
一
七
五
一
）
が
没
す
る
宝
暦
元
年
ま
で
の
間
、
人
形
浄
瑠
璃
の
最
盛
期
と
言
う
べ
き
時
代
を
創
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
人
形
浄
瑠
璃
の
作
品
が
歌
舞
伎
に
お
い
て
多
数
流
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
、
人
形
浄
瑠
璃
は
歌
舞
伎
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
政
治
的
に
は
ほ
ぼ
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
合
致
す
る
。
　
ま
た
近
松
が
没
す
る
前
後
か
ら
、
複
数
作
者
の
分
担
執
筆
に
よ
る
合
作
と
い
う
作
劇
法
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
複
数
の
個
性
が
互
い
に
自
己
主
張
し
つ
つ
も
統
一
性
が
保
た
れ
た
、
密
度
の
濃
い
世
界
が
出
現
し
た
。
　
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』（
延
享
三
年
〈
一
七
四
六
〉
初
演
）
は
竹
田
出
雲
（
？
〜
一
七
四
七
）・
三
好
松
洛
・
並
木
千
柳
（
宗
輔
）・
竹
田
小
出
雲
（
二
代
出
雲
。
一
六
九
一
〜
一
七
五
六
）
作
で
、
菅
原
道
真
の
太
宰
府
左
遷
を
題
材
と
し
て
、
梅
王
丸
・
松
王
丸
・
桜
丸
の
三
つ
子
の
兄
弟
や
武
部
源
蔵
夫
婦
ら
の
忠
節
な
ど
を
描
く
。
　
『
義
経
千
本
桜
』（
延
享
四
年
初
演
）
は
出
雲
（
二
代
）・
松
洛
・
千
柳
作
。
平
家
の
武
将
知
盛
・
維
盛
、
源
義
経
の
忠
臣
佐
藤
忠
信
ら
の
後
日
譚
形
式
を
取
り
、
碇
を
か
つ
い
で
海
に
沈
む
知
盛
の
勇
壮
さ
や
忠
信
に
化
け
た
狐
の
活
躍
な
ど
、
印
象
的
な
場
面
に
富
ん
で
い
る
。
　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』（
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉
初
演
）
も
出
雲
（
二
代
）・
松
洛
・
千
柳
作
。
元
禄
十
五
年
十
二
月
の
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
に
取
材
し
た
も
の
で
、『
太
平
記
』
の
世
界
に
基
づ
く
点
で
は
時
代
物
だ
が
、
お
軽
勘
平
の
恋
愛
が
描
か
れ
る
な
ど
の
点
で
は
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
三
世
話
物
的
で
あ
る
。
以
後
の
義
士
劇
隆
盛
の
も
と
と
な
っ
た
。
　
そ
の
他
、
こ
の
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
千
柳
・
松
洛
・
小
出
雲
（
二
代
出
雲
）
作
『
夏
祭
浪
花
鑑
』（
延
享
二
年
初
演
）、
出
雲
（
二
代
）・
松
洛
・
千
柳
作
『
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
』（
寛
延
二
年
初
演
）、
千
柳
・
松
洛
作
『
源
平
布
引
滝
』（
寛
延
二
年
初
演
）、
宗
輔
・
浅
田
一
鳥
・
浪
岡
鯨
児
・
並
木
正
三
・
難
波
三
蔵
・
豊
竹
甚
六
ら
作
『
一
谷
嫩
軍
記
』（
宝
暦
元
年
〈
一
七
五
一
〉
初
演
）
な
ど
が
現
代
で
も
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
（
六
）
享
保
頃
の
歌
舞
伎
　
歌
舞
伎
で
は
、
享
保
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
初
め
頃
か
ら
、
人
形
浄
瑠
璃
の
人
気
作
を
歌
舞
伎
に
脚
色
す
る
傾
向
が
目
立
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
浄
瑠
璃
改
作
物
を
「
義
太
夫
狂
言
」「
丸
本
物
」
と
称
す
る
。
浄
瑠
璃
が
隆
盛
を
極
め
た
こ
と
に
加
え
て
、
近
松
が
浄
瑠
璃
に
転
じ
て
以
後
、
歌
舞
伎
作
者
に
人
材
が
出
な
か
っ
た
こ
と
、
役
者
も
名
優
と
称
さ
れ
た
人
々
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
理
由
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。『
国
性
爺
合
戦
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』『
義
経
千
本
桜
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
は
じ
め
多
く
の
浄
瑠
璃
が
歌
舞
伎
化
さ
れ
て
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
。
　
そ
の
結
果
と
し
て
、
歌
舞
伎
役
者
も
人
形
の
動
き
に
影
響
を
受
け
て
演
技
の
様
式
化
が
進
み
、
ま
た
音
楽
劇
と
し
て
の
性
格
付
け
が
強
力
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
遊
戯
的
な
場
面
が
増
加
し
た
り
、
哄
笑
性
が
増
大
し
た
り
と
い
っ
た
歌
舞
伎
ら
し
さ
も
付
加
さ
れ
て
い
る）6
（
。
　
こ
の
頃
、
初
代
瀬
川
菊
之
丞
（
一
六
九
三
〜
一
七
四
九
）、
初
代
中
村
富
十
郎
（
一
七
一
九
〜
八
六
）
ら
の
女
方
に
よ
っ
て
所
作
事
が
確
立
し
た
。
菊
之
丞
は
声
が
細
く
、
口
跡
に
濁
り
が
あ
っ
た
が
、
せ
り
ふ
が
達
者
で
な
か
っ
た
こ
と
で
か
え
っ
て
体
の
動
き
を
主
体
と
す
る
表
現
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た）7
（
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
四
二　
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
転
換
（
一
）
人
形
浄
瑠
璃
の
衰
退
　
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
人
形
浄
瑠
璃
は
少
し
ず
つ
衰
退
し
始
め
る
。
十
九
世
紀
に
は
新
作
が
作
ら
れ
な
く
な
り
、
伝
統
芸
能
と
い
う
側
面
が
強
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
全
国
的
に
普
及
し
た
結
果
、
享
受
人
口
は
む
し
ろ
増
大
し
て
お
り
、
明
治
に
至
っ
て
も
文
楽
の
名
で
生
き
残
っ
て
い
く
。
　
新
作
時
代
の
最
後
の
作
者
と
し
て
は
、
近
松
半
二
（
一
七
二
五
〜
八
三
）
が
お
り
、『
本
朝
廿
四
孝
』（
明
和
三
年
〈
一
七
六
六
〉
初
演
）、『
近
江
源
氏
先
陣
館
』（
明
和
六
年
初
演
）、『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』（
明
和
八
年
初
演
）、『
新
版
歌
祭
文
』（
安
永
九
年
〈
一
七
八
〇
〉
初
演
）
と
い
う
よ
う
な
名
作
を
生
み
出
し
て
い
る
。
　
そ
の
他
、
菅
専
助
ら
の
『
摂
州
合
邦
辻
』（
安
永
二
年
初
演
）、
専
助
の
『
桂
川
連
理
柵
』（
安
永
五
年
初
演
）、
福
内
鬼
外
（
平
賀
源
内
）
の
『
神
霊
矢
口
渡
』（
明
和
七
年
初
演
）、
容
楊
黛
ら
の
『
加
賀
見
山
旧
錦
絵
』（
天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉
初
演
）、
松
貫
四
ら
の
『
伽
羅
先
代
萩
』（
天
明
五
年
初
演
）
な
ど
も
、
今
日
な
お
舞
台
生
命
の
あ
る
作
品
と
言
え
る
。
（
二
）
江
戸
歌
舞
伎
の
進
展
　
宝
暦
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
、
そ
れ
ま
で
人
形
浄
瑠
璃
に
押
さ
れ
て
い
た
歌
舞
伎
は
再
び
活
気
を
取
り
戻
し
は
じ
め
る
。
　
こ
こ
に
、
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
転
換
が
認
め
ら
れ
る
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
五
　
上
方
で
は
初
代
並
木
正
三
（
一
七
三
〇
〜
七
三
）
が
活
躍
し
、
江
戸
で
は
初
代
桜
田
治
助
（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
六
）
や
上
方
か
ら
下
っ
た
初
代
並
木
五
瓶
（
一
七
四
七
〜
一
八
〇
八
）
に
よ
っ
て
江
戸
歌
舞
伎
が
大
き
く
進
展
す
る
の
で
あ
る
。
　
初
代
並
木
正
三
は
、
並
木
宗
輔
の
門
人
で
、
先
行
作
品
を
利
用
し
な
が
ら
脚
色
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
た
。
ま
た
、
公
暁
を
鬼
一
法
眼
の
味
方
と
思
わ
せ
て
お
い
て
実
は
善
と
わ
か
る
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
る
『
霧
太
郎
天
狗
酒
醼
』（
宝
暦
十
一
年
初
演
）、
吉
原
の
遊
郭
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
遠
州
沖
の
船
中
と
な
る
『
桑
名
屋
徳
蔵
入
船
物
語
』（
明
和
七
年
初
演
）、
作
者
の
正
三
が
劇
中
に
登
場
す
る
『
宿
無
団
七
時
雨
傘
』（
明
和
五
年
初
演
）
な
ど
、
意
外
性
を
も
追
求
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
代
記
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
に
、
十
四
、
五
歳
で
『
若
水
千
歳
狐
』
の
水
船
の
仕
掛
け
を
発
明
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
舞
台
機
構
の
工
夫
に
つ
い
て
の
才
能
を
大
い
に
発
揮
し
、
せ
り
上
げ
、
廻
り
舞
台
な
ど
の
改
良
に
つ
と
め
、
演
出
効
果
を
高
め
た
。
　
初
代
桜
田
治
助
は
、『
御
摂
勧
進
帳
』（
安
永
二
年
初
演
。
歌
舞
伎
十
八
番
の
『
勧
進
帳
』
に
直
接
影
響
を
与
え
た
）、『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』（
安
永
七
年
初
演
）
な
ど
に
よ
っ
て
地
位
を
確
立
し
、
天
明
期
に
お
け
る
代
表
的
作
者
と
な
っ
た
。
　
正
三
門
の
初
代
並
木
五
瓶
は
、
上
方
で
『
漢
人
韓
文
手
管
始
』（
寛
政
元
年
〈
一
七
八
九
〉
初
演
、
通
称
「
唐
人
殺
し
」）、『
五
大
力
恋
緘
』（
寛
政
六
年
初
演
）
を
世
に
送
り
、
破
格
の
高
給
で
寛
政
六
年
江
戸
に
下
っ
た
。
こ
れ
も
文
運
東
漸
の
一
環
で
あ
る
。
そ
の
後
も
『
隅
田
春
妓
女
容
性
』（
寛
政
八
年
初
演
）
な
ど
の
名
作
を
発
表
し
て
い
る
。
　
天
明
期
の
江
戸
歌
舞
伎
は
、
華
や
か
で
、
大
ら
か
で
、
軽
妙
か
つ
奇
抜
な
趣
向
に
諧
謔
・
滑
稽
味
を
交
え
て
仕
組
ま
れ
、
演
技
も
の
ん
び
り
し
た
速
度
で
運
ぶ
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
五
瓶
江
戸
下
り
以
後
の
江
戸
歌
舞
伎
は
、
主
知
的
で
合
理
的
な
筋
の
設
定
と
運
び
方
、
速
度
の
あ
る
会
話
と
動
き
が
特
徴
で
、
心
理
描
写
に
も
写
生
的
な
合
理
性
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
十
八
世
紀
後
半
の
中
で
も
大
き
く
展
開
し
て
い
く）8
（
。
後
者
は
、
化
政
期
に
お
け
る
生
世
話
の
成
立
を
準
備
し
た
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
六
（
三
）
鶴
屋
南
北
　
化
政
期
に
は
鶴
屋
南
北
（
四
代
、
大
南
北
と
呼
ば
れ
る
。
一
七
五
五
〜
一
八
二
九
）
が
登
場
し
、「
世
界
」
の
複
雑
化
と
い
う
綯
い
交
ぜ
の
手
法
を
効
果
的
に
用
い
た
。
人
間
を
き
わ
め
て
写
実
的
に
描
き
出
す
生
世
話
に
よ
る
、
残
酷
な
殺
し
の
場
面
、
濃
厚
な
濡
れ
場
な
ど
が
大
衆
の
支
持
を
得
た
。
ま
た
奇
抜
な
演
出
も
好
評
を
博
し
た
。『
お
染
久
松
色
読
販
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉
初
演
）、『
隅
田
川
花
御
所
染
』（
文
化
十
一
年
初
演
）、『
桜
姫
東
文
章
』（
文
化
十
四
年
初
演
）
な
ど
南
北
の
名
作
は
少
な
く
な
い
。
　
最
高
傑
作
は
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』（
文
政
八
年
〈
一
八
二
五
〉
初
演
）
で
あ
る
。
忠
臣
蔵
の
世
界
を
下
敷
き
に
し
た
こ
の
作
品
は
、
塩
冶
家
の
浪
士
だ
が
主
君
の
仇
討
な
ど
念
頭
に
な
い
不
義
士
民
谷
伊
右
衛
門
が
、
旧
悪
を
知
ら
れ
た
舅
で
同
じ
く
塩
冶
浪
人
の
四
谷
左
門
を
殺
害
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
事
を
く
り
返
す
が
、
出
世
の
た
め
見
殺
し
に
し
た
妻
お
岩
の
死
霊
に
た
た
ら
れ
、
つ
い
に
義
士
佐
藤
与
茂
七
に
討
た
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
大
筋
で
あ
る
。
悪
人
仲
間
の
直
助
権
兵
衛
、
お
岩
の
妹
で
与
茂
七
の
妻
お
袖
な
ど
個
性
的
な
登
場
人
物
た
ち
が
脇
を
固
め
て
い
る
。
　
毒
薬
を
飲
ま
さ
れ
面
相
が
変
っ
て
し
ま
っ
た
お
岩
が
、
せ
め
て
の
身
嗜
み
に
と
髪
を
梳
き
お
歯
黒
を
付
け
よ
う
と
す
る
場
面
で
は
、
梳
く
と
髪
が
脱
け
落
ち
て
ま
す
ま
す
物
凄
い
形
相
と
な
り
、
観
客
の
恐
怖
心
を
い
や
が
上
に
も
高
め
て
い
く
。
ま
た
女
の
命
で
あ
る
髪
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
お
岩
の
悲
惨
さ
が
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
残
酷
さ
へ
の
飽
く
な
き
追
求
は
南
北
劇
の
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
髪
梳
き
の
場
面
は
そ
の
典
型
と
言
え
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
強
烈
で
刺
激
的
な
も
の
を
観
客
が
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
時
代
的
な
欲
求
に
南
北
が
応
え
て
い
た
わ
け
だ
。
　
お
岩
の
死
霊
が
戸
板
に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
出
る
場
面
で
は
、
裏
返
す
と
お
岩
と
同
じ
く
殺
さ
れ
た
小
仏
小
平
の
死
霊
と
な
る
、
「
戸
板
返
し
」
の
演
出
が
有
名
で
あ
る）9
（
。
男
女
を
殺
し
て
一
枚
の
板
に
打
ち
つ
け
て
流
す
と
い
う
行
為
自
体
は
や
は
り
残
酷
の
極
み
と
言
え
る
が
、
演
劇
効
果
と
し
て
は
、
一
人
の
役
者
が
か
つ
ら
だ
け
変
え
て
板
の
穴
か
ら
顔
を
出
し
衣
装
・
手
足
は
作
り
物
と
い
う
早
が
わ
り
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
七
が
、
観
客
の
意
表
を
突
く
奇
抜
な
発
想
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。「
戸
板
返
し
」
の
一
節
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
伊
右　
お
岩
お
岩
、
許
し
て
く
れ
ろ
。
あ
や
ま
つ
た
。
お
岩　
民
谷
の
血
筋
、
伊
藤
喜
兵
衛
が
根
葉
を
枯
ら
し
て
こ
の
恨
み
ト
守
り
を
差
し
出
し
、
見
つ
め
る
ゆ
ゑ
、
手
早
く
件
の
筵
を
か
け
て
伊
右　
 
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
。
さ
す
が
は
女
、
ま
だ
浮
か
ま
ぬ
か
。
こ
の
ま
ま
川
へ
つ
き
出
し
た
ら
、
鳶
や
烏
の
。
ト
戸
板
を
思
は
ず
裏
返
す
。
後
ろ
に
は
藻
を
だ
い
ぶ
か
む
り
し
死
骸
あ
る
ゆ
ゑ
ヤ
、
そ
ん
な
ら
後
ろ
は
ト
思
ひ
入
れ
。
死
骸
の
顔
に
か
か
り
し
藻
は
、
薄
ド
ロ
ド
ロ
に
て
、
ば
つ
た
り
と
落
ち
る
。
小
平
の
死
骸
、
こ
れ
も
両
眼
見
開
き
小
平　
お
主
の
難
病
、
薬
を
下
さ
れ
ト
じ
ろ
り
と
見
や
る
。
伊
右
衛
門
、
ぎ
よ
つ
と
し
て
伊
右　
ま
た
も
死
霊
の
ト
抜
き
打
ち
に
死
骸
へ
切
り
つ
け
る
。
ド
ロ
ド
ロ
に
て
、
こ
の
死
骸
、
た
ち
ま
ち
骨
と
な
つ
て
ば
ら
ば
ら
と
水
中
へ
落
ち
る
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
八
三　
十
九
世
紀
は
ど
こ
ま
で
近
世
か
？
（
一
）
河
竹
黙
阿
弥
　
幕
末
か
ら
明
治
ま
で
活
躍
し
た
の
は
、
河
竹
黙
阿
弥
（
一
八
一
六
〜
九
三
）
で
あ
る
。
四
代
市
川
小
団
次
（
一
八
一
二
〜
六
六
）
の
た
め
に
次
々
と
白
浪
物
と
称
す
る
盗
賊
を
主
人
公
と
し
た
作
品
を
発
表
し
、
小
団
次
は
白
浪
役
者
、
黙
阿
弥
は
白
浪
作
者
と
称
さ
れ
た
。
『
蔦
紅
葉
宇
都
谷
峠
』（
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉
初
演
、「
座
頭
殺
し
」「
文
弥
殺
し
」）、『
鼠
小
紋
東
君
新
形
』（
安
政
四
年
初
演
、「
鼠
小
僧
」）、『
網
模
様
灯
籠
菊
桐
』（
安
政
四
年
初
演
、「
小
猿
七
之
助
」）、『
小
袖
曾
我
薊
色
縫
』（
安
政
六
年
初
演
、「
十
六
夜
清
心
」）、
『
三
人
吉
三
廓
初
買
』（
安
政
七
年
初
演
、「
三
人
吉
三
」）、『
青
砥
稿
花
紅
彩
画
』（
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
初
演
、「
白
浪
五
人
男
」
「
弁
天
小
僧
」）、『
勧
善
懲
悪
覗
機
関
』（
文
久
二
年
初
演
、「
村
井
長
庵
」）
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
　
た
と
え
ば
、『
三
人
吉
三
廓
初
買
』
の
、
月
も
朧
に
白
魚
の
篝
も
霞
む
春
の
空
、
冷
て
え
風
も
ほ
ろ
酔
ひ
に
、
心
持
ち
よ
く
う
か
う
か
と
、
浮
れ
烏
の
た
だ
一
羽
、
塒
へ
帰
る
川
端
で
、
棹
の
滴
か
濡
手
で
泡
、
思
ひ
が
け
な
く
手
に
入
る
百
両
。
と
い
う
よ
う
な
、
七
五
調
で
調
子
の
よ
い
せ
り
ふ
に
よ
る
演
劇
効
果
が
黙
阿
弥
の
特
徴
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
青
砥
稿
花
紅
彩
画
』
の
、
白
浪
五
人
男
勢
揃
い
の
場
面
で
日
本
駄
右
衛
門
・
弁
天
小
僧
・
南
郷
力
丸
ら
が
一
人
一
人
名
乗
り
を
あ
げ
る
場
面
に
も
表
れ
て
い
よ
う
。
日
本
駄
右
衛
門
の
有
名
な
せ
り
ふ
、
問
は
れ
て
名
乗
る
も
を
こ
が
ま
し
い
が
、
産
ま
れ
は
遠
州
浜
松
在
。
十
四
の
年
か
ら
親
に
放
れ
、
身
の
生
業
も
白
浪
の
沖
を
越
え
た
る
夜
働
き
、
盗
み
は
す
れ
ど
非
道
は
せ
ず
、
人
に
情
け
を
掛
川
か
ら
金
谷
を
か
け
て
宿
々
で
、
義
賊
と
噂
高
札
に
回
る
配
付
の
盥
越
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
七
九
し
、
危
ね
え
そ
の
身
の
境
涯
も
最
早
四
十
に
人
間
の
定
め
は
僅
か
五
十
年
、
六
十
余
州
に
隠
れ
の
ね
え
賊
徒
の
首
領
日
本
駄
右
衛
門
。
に
お
い
て
も
、
掛
詞
を
用
い
た
調
子
の
よ
い
口
調
に
よ
る
自
己
紹
介
に
よ
っ
て
、
せ
り
ふ
を
聴
く
う
ち
に
観
客
の
感
情
が
徐
々
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
の
「
日
本
駄
右
衛
門
」
で
最
高
潮
に
達
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
　
南
北
・
黙
阿
弥
以
外
で
は
、
三
代
瀬
川
如
皐
（
一
八
〇
六
〜
八
一
）
が
、
佐
倉
義
民
伝
を
と
り
あ
げ
た
『
東
山
桜
荘
子
』（
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉
初
演
、「
佐
倉
宗
吾
」）、
市
井
の
情
話
で
講
談
に
語
ら
れ
た
『
与
話
情
浮
名
横
櫛
』（
嘉
永
六
年
初
演
、「
切
ら
れ
与
三
」
「
お
富
与
三
郎
」）
な
ど
の
名
作
を
発
表
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
、
七
代
市
川
団
十
郎
（
一
七
九
一
〜
一
八
五
九
）
に
よ
っ
て
『
勧
進
帳
』
が
初
め
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
も
特
記
し
て
お
く
。
（
二
）
明
治
時
代
の
歌
舞
伎
　
明
治
維
新
以
後
、
新
た
に
生
ま
れ
た
の
は
、
時
代
考
証
に
重
き
を
置
い
た
時
代
物
で
あ
る
活
歴
や
、
新
風
俗
を
写
そ
う
と
し
た
散
切
物
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
九
代
市
川
団
十
郎
（
一
八
三
八
〜
一
九
〇
三
）
が
、
求
古
会
と
い
う
有
職
故
実
の
研
究
会
を
組
織
し
て
故
実
に
基
づ
く
演
出
を
行
っ
た
も
の
の
、
そ
の
評
判
は
必
ず
し
も
よ
く
は
な
か
っ
た）10
（
。
後
者
も
、
従
来
そ
の
評
価
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
近
年
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る）11
（
。
ま
た
、
黙
阿
弥
の
散
切
物
は
、
古
典
の
要
素
を
利
用
し
な
が
ら
、
独
創
的
な
筋
立
て
を
行
い
、
明
治
の
社
会
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
点
に
価
値
が
あ
る）12
（
。『
早
教
訓
開
化
節
用
』（
明
治
八
年
〈
一
八
七
五
〉
初
演
）
も
、
全
体
に
黙
阿
弥
作
品
に
拠
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
巡
査
と
い
う
新
し
い
職
業
の
人
物
が
く
り
返
し
演
じ
る
こ
と
で
観
客
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
効
果
が
生
じ
て
い
る）13
（
。
　
活
歴
も
散
切
物
も
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
生
じ
た
展
開
と
も
言
え
る
が
、
巨
視
的
に
見
れ
ば
近
世
と
地
続
き
の
部
分
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
八
〇
　
坪
内
逍
遥
が
明
治
二
十
七
〜
二
十
八
年
に
発
表
し
た
『
桐
一
葉
』
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
新
歌
舞
伎
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
補
篇
・
舌
耕
の
歴
史
　
筋
立
て
が
あ
っ
て
、
滑
稽
味
を
有
し
、「
落
ち
」
に
よ
っ
て
話
を
結
ぶ
よ
う
な
、
一
人
で
演
じ
る
寄
席
芸
を
落
語
と
い
う）14
（
。
咄
・
軽
口
咄
・
落
咄
と
も
称
さ
れ
る
。
落
語
家
は
落
語
以
外
に
も
、
人
情
咄
・
怪
談
咄
・
芝
居
咄
な
ど
を
行
っ
た
。
人
情
咄
は
、
長
編
で
落
ち
が
な
く
人
情
を
主
に
描
く
。
こ
れ
と
類
似
の
も
の
に
講
談
が
あ
る
。
怪
談
咄
は
、
鳴
り
物
・
身
振
り
・
声
色
の
他
、
幽
霊
に
扮
し
た
者
を
客
席
に
登
場
さ
せ
た
り
、
照
明
を
明
滅
さ
せ
た
り
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。
芝
居
咄
は
、
芝
居
の
模
写
が
基
本
で
あ
る
。
　
仮
名
草
子
に
は
笑
話
集
の
類
が
あ
り
、
歴
史
的
に
は
そ
こ
か
ら
見
る
べ
き
だ
が
、
落
語
家
の
登
場
は
通
例
貞
享
・
元
禄
（
一
六
八
四
〜
一
七
〇
四
）
頃
と
さ
れ
る
。
京
都
に
露
の
五
郎
兵
衛
（
一
六
四
三
？
〜
一
七
〇
三
）、
大
坂
に
米
沢
彦
八
（
？
〜
一
七
一
四
）、
江
戸
に
鹿
野
武
左
衛
門
（
一
六
四
九
〜
九
九
）
が
ほ
ぼ
同
時
に
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
五
郎
兵
衛
は
、
京
都
の
祇
園
や
北
野
天
満
宮
な
ど
で
辻
咄
を
興
行
し
、
そ
の
噺
本
に
は
『
軽
口
露
が
は
な
し
』（
元
禄
四
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。
彦
八
は
、「
当
世
仕
方
物
真
似
」
を
売
物
と
し
、
そ
の
噺
本
に
は
『
軽
口
御
前
男
』（
元
禄
十
六
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
武
左
衛
門
は
座
敷
仕
方
咄
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
、
噺
本
に
は
『
鹿
の
巻
筆
』（
貞
享
三
年
刊
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
武
左
衛
門
は
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
、
そ
れ
以
後
、
江
戸
落
語
は
急
速
に
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
　
し
か
し
明
和
・
安
永
（
一
七
六
四
〜
八
一
）
頃
か
ら
再
び
愛
好
さ
れ
始
め
、
明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
に
は
木
室
卯
雲
（
一
七
一
四
〜
八
三
）
の
噺
本
『
鹿
の
子
餠
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
咄
の
会
と
い
う
新
作
の
落
咄
を
発
表
し
出
来
を
競
い
合
う
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
早
く
大
田
南
畝
編
『
万
の
宝
』（
安
永
九
年
刊
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
天
明
三
年
、
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
八
一
宝
合
せ
の
会
に
お
い
て
自
作
の
『
太
平
楽
巻
物
』
を
口
演
し
て
好
評
を
博
し
た
烏
亭
焉
馬
（
一
七
四
三
〜
一
八
二
二
）
主
催
の
会
が
、
天
明
六
年
、
向
島
武
蔵
屋
で
狂
歌
師
百
名
余
を
集
め
て
開
か
れ
、
寛
政
四
年
正
月
か
ら
は
年
中
行
事
化
す
る）15
（
。
そ
れ
ら
の
会
の
成
果
は
『
喜
美
だ
ん
ご
』（
寛
政
八
年
刊
）、『
こ
と
ば
の
花
』（
寛
政
九
年
刊
）、『
無
事
志
有
意
』（
寛
政
十
年
刊
）
な
ど
に
結
実
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
焉
馬
主
催
の
市
川
団
十
郎
贔
屓
団
体
三
升
連
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
焉
馬
に
は
『
花
江
都
歌
舞
妓
年
代
記
』（
文
化
八
〜
十
二
年
刊
）
と
い
う
江
戸
歌
舞
伎
史
の
大
著
も
あ
る
。
　
続
い
て
、
江
戸
落
語
で
は
三
笑
亭
可
楽
（
一
七
七
七
〜
一
八
三
三
）
や
三
遊
亭
円
生
（
一
七
六
八
〜
一
八
三
八
）
ら
が
活
躍
し
た
。
講
談
も
馬
場
文
耕
（
一
七
一
八
？
〜
五
八
）
の
処
刑
以
後
も
発
展
す
る
。
天
保
の
改
革
で
は
寄
席
文
芸
が
打
撃
を
受
け
る
も
の
の
復
活
す
る
。
可
楽
に
は
『
東
都
真
衛
』（
文
化
元
年
刊
）
な
ど
の
噺
本
が
あ
り
、
門
下
の
林
屋
正
蔵
（
一
七
八
一
〜
一
八
四
二
）
に
も
『
笑
富
林
』（
天
保
四
年
刊
）
が
あ
る
。
　
文
化
四
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
、
喜
久
亭
寿
暁
（
三
笑
亭
可
楽
の
孫
弟
子
）
の
手
控
え
『
滑
稽
集
』
に
は
、
約
六
百
の
落
語
の
題
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
忠
義
な
番
頭
の
心
理
を
暖
か
い
目
で
見
つ
め
た
「
百
年
目
」、
ち
ゃ
っ
か
り
者
の
貧
乏
男
と
抜
け
た
と
こ
ろ
の
あ
る
泥
棒
を
愉
快
に
描
く
「
花
色
木
綿
（
出
キ
心
）」、
気
弱
な
屑
屋
が
酒
に
酔
っ
て
変
貌
す
る
姿
を
巧
み
に
描
く
「
ら
く
だ
（
生
ゑ
ひ
火
屋
）」
な
ど
、
現
在
で
も
馴
染
み
深
い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
現
行
の
も
の
と
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
現
行
の
落
語
の
基
礎
が
す
で
に
こ
の
時
期
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
　
文
久
（
一
八
六
一
〜
六
四
）
頃
に
は
、
三
題
咄
が
流
行
し
、
河
竹
黙
阿
弥
、
仮
名
垣
魯
文
（
一
八
二
九
〜
九
四
）、
三
遊
亭
円
朝
（
一
八
三
九
〜
一
九
〇
〇
）
ら
が
参
加
し
た
酔
狂
連
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
円
朝
の
名
作
「
鰍
沢
」
も
「
鉄
砲
・
玉
子
酒
・
毒
消
し
の
御
符
」（
異
説
あ
り
）
の
三
題
噺
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
な
お
、
大
坂
で
も
咄
の
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
は
『
年
忘
噺
角
力
』（
安
永
五
年
刊
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
。
落
語
家
と
し
て
は
、
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
八
二
初
代
桂
文
治
（
？
〜
一
八
一
六
）
ら
が
登
場
し
た
。
　
落
語
は
明
治
に
入
る
と
さ
ら
に
最
盛
期
を
迎
え
る
。
註（1
）　
鳥
居
フ
ミ
子
『
金
太
郎
の
誕
生
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
一
〜
三
八
頁
。
（
2
）　
本
項
に
つ
い
て
は
、
服
部
幸
雄
『
江
戸
歌
舞
伎
文
化
論
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
〜
四
九
頁
）
を
主
と
し
て
参
照
し
た
。
（
3
）　
原
道
生
『
近
松
浄
瑠
璃
の
作
劇
法
』、
八
木
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
三
九
四
〜
三
九
七
頁
。
韓
京
子
『
近
松
時
代
浄
瑠
璃
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
）
も
参
照
。
（
4
）　
黒
石
陽
子
『
近
松
以
後
の
人
形
浄
瑠
璃
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
四
五
頁
。
（
5
）　
注
（
3
）
原
書
五
五
四
〜
五
五
六
頁
。
（
6
）　
松
崎
仁
『
元
禄
演
劇
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
一
三
二
〜
一
五
六
頁
。
（
7
）　
佐
藤
知
乃
『
近
世
中
期
歌
舞
伎
の
諸
相
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
、
二
五
頁
。
（
8
）　
注
（
2
）
服
部
書
二
一
〇
〜
二
一
九
頁
。
（
9
）　
初
期
構
想
で
は
、
お
岩
を
裏
切
っ
た
伊
右
衛
門
と
小
平
を
裏
切
っ
た
お
袖
と
の
祝
言
で
あ
っ
た
の
を
、
お
岩
と
小
平
を
戸
板
の
表
裏
に
打
ち
付
け
る
と
い
う
、
構
成
や
視
覚
の
面
で
よ
り
印
象
的
な
趣
向
に
変
化
さ
せ
た
。
光
延
真
哉
『
江
戸
歌
舞
伎
作
者
の
研
究　
金
井
三
笑
か
ら
鶴
屋
南
北
へ
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
二
八
三
〜
三
〇
二
頁
。
（
10
）　
佐
藤
か
つ
ら
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〇
五
〜
一
〇
七
頁
。
（
11
）　
渡
辺
保
『
黙
阿
弥
の
明
治
維
新
』
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
、
神
山
彰
『
近
代
演
劇
の
来
歴　
歌
舞
伎
の
「
一
身
二
生
」』
森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
な
ど
。
（
12
）　
日
置
貴
之
『
変
貌
す
る
時
代
の
な
か
の
歌
舞
伎　
幕
末
・
明
治
期
歌
舞
伎
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
。
（
13
）　
注
（
10
）
佐
藤
書
二
六
五
〜
二
八
〇
頁
。
（
14
）　
本
項
に
つ
い
て
は
、
延
広
真
治
「
話
芸
の
系
譜
」（
原
道
生
・
林
達
也
編
『
日
本
文
芸
史
』
第
四
巻
・
近
世
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八
年
）
近
世
文
学
史
覚
書
（
鈴
木
） 
一
八
三
を
主
と
し
て
参
照
し
た
。
（
15
）　
延
広
真
治
『
落
語
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。
↓
講
談
社
学
術
文
庫
〔
付
記
一
〕
本
稿
の
大
枠
は
、
か
つ
て
久
保
田
淳
監
修
『
日
本
文
学
史
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
）
で
担
当
し
た
「
近
世
」（
概
説
と
歌
謡
の
み
久
保
田
氏
）
に
お
け
る
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
・
舌
耕
の
記
述
に
拠
っ
た
が
、
大
幅
に
改
稿
し
て
い
る
。
〔
付
記
二
〕
注
に
は
引
い
て
い
な
い
が
、
服
部
幸
雄
「
総
説
・
歴
史
」（『
歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
）、『
日
本
文
芸
史
』
第
四
巻
・
近
世
中
の
人
形
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
論
考
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
編
『
芝
居
絵
に
見
る
江
戸
・
明
治
の
歌
舞
伎
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
服
部
幸
雄
『
絵
で
読
む
歌
舞
伎
の
歴
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
今
岡
謙
太
郎
『
日
本
古
典
芸
能
史
』（
武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
）
を
適
宜
参
照
し
て
有
益
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

